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図 1: 秋田県の市町村区画図(Mapion 2015 に基づく) 
 




















①促音のあとに続く場合 ②撥音のあとに続く場合 ③無声化した母音に続く場合  




フォーマントに対して行い、分析した研究書である。その調査が行われたのは 1995 年 10













・促音のあとに続く場合 ・撥音のあとに続く場合 ・無声化した母音に続く場合  






・話し手の地域 ・話し手の性別 ・話し手の年齢層 ・話し手の意識 ・発話される語
彙の品詞 ・語彙の生活との関係性  












 今回の調査では大館市、北秋田市、能代市、山本郡三種町、山本郡八峰町の 5 か所を対




た生え抜きの方々である。インフォーマントの年齢は 2016 年 8 月時点のものである。イン
タビュー調査のインフォーマントは下線を引き斜字体になっている方々である。 
 
表 1: インフォーマント情報 
話者記号 出身地 性別 年齢 話者記号 出身地 性別 年齢 
A 
大館市 
男 21 M 
山本郡三種町 
男 21 
B 女 23 N 女 21 
C 
能代市 
男 21 O 女 22 
D 男 21 P 女 25 
E 女 22 Q 男 58 
F 男 48 R 男 59 
G 女 48 S 
山本郡八峰町 
男 21 
H 男 51 T 女 22 
I 男 53 U 
北秋田市 
男 21 
J 男 53 V 男 22 
K 女 53 W 男 22 
L 男 54 X 女 54 
 
2.3. 調査方法 






























 表 2 は調査地域別に有声化した割合が高かった語とその人数をまとめたもので、通地域
的に有声化している語には網掛けがしてある。 
 
表 2: 調査地域別有声化割合の高い単語 
市調査地域 有声化した単語 人数 




2 人/2 人 
能代市 
べこ 9 人/10 人 
ふき、こしまき 8 人/10 人 
いとこ、むこ、おやかた、やきめし、やきば、 
かくれんぼ、ふぶき、あく、たき、こく 
7 人/10 人 
北秋田市 
べこ、とっとと 4 人/4 人 
いとこ、はばかる、こく 3 人/4 人 
山本郡三種町 
べこ、こく、とっとと 6 人/6 人 










にあり、「べ」と「こ」を 1 語と捉えているために起こるものと考えられる。 
 以下は表 2 の結果から方言に影響を与えると考えられる地理的特徴をまとめる。 
 
a.  山脈や山地などは大いに方言間の相互作用を断ち切る要因になる 
b.  河川は集落などを形成し、コミュニティの中で共通の傾向を作る要因になる 
c.  可住地域面積の大小は有声化する語彙のまとまりに影響しない 











表 3: 調査において注目すべき語彙 
条件 語彙 
促音の直後 1 ひっくり返す、2 ゆっくりと、3 とっとと、4 さっき 
撥音の直後 5 洗濯、6 煙突 
無声化母音の直後 7 嘘つき、8 腰かける 
長音の直後 9 景気 
指小辞「こ」 10 べこ、11 当てこ 
語頭のタ行子音 12 とんぼ 
揺れが期待される語彙 13 いとこ、14 親方、15 伯楽、16 垢取り、17 懐、18 傾ける、 
19 ぎこちない、20 訳が分からない、21 強かに 
 
 調査語彙の中でインフォーマントによって有声化の程度に揺れが出る可能性のあった語













表 4: 年齢層別有声化率と有声化率が高い語彙 
年齢層(男/女/計)(人) 有声化率(男/女/計)(%) 有声化率が高い語彙(人) 
若年層(8/6/14) 25/16/21 1 位 べこ(12)、2 位 とっとと(11) 
中年層(7/3/10) 69/29/49 















表 5: 男女別有声化率と有声化率の高い語(若年層) 
性別(人) 有声化率(%) 有声化率の高かった語彙(人) 
男性(8) 25 1 位(7)べこ、とっとと 2 位(6)はばかる、3 位(5)ふき、腰巻、脇 
女性(6) 16 1 位(5)べこ、2 位(4)こく、とっとと、3 位(3)ふき、腰巻 etc...  
 
表 6: 男女別有声化率と有声化率の高い語(中年層) 
性別(人) 有声化率(%) 有声化率の高かった語彙(人) 
男性(7) 69 1 位(7)こく、雨雪、婿、間抜け、ふき、べこ、きのこ 
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